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市の人口 総数51,458人 （男24,585・女26,873）世帯数15,138 (7月31日現在） （毎月2 回 1日・15日発行） 

り 嚇騨踊難「 

鰯翻翻翻議 

毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

恒例の五所川原「虫と火まつり」 

が、8 月3 日の「市内音楽行進」 を

皮切りに、最終日7日のねぶた運

行まで5日間にわたって盛大に繰

りひろげられました。 

3日の夜には、昨年に弓は続き

虫の合同運行が行われ好評を得ま

した。 

また、 4 日に行われた花火大会

は今年で40回目の記念大会となりく

例年を上回る規模と昨年好評を得

た 「水と光と音のランテ’フ戸一」 が

が一層豪華に行われ、多くの観客

を魅了しました。 

まつり期間中の人出は、約55万

人にのぼりま した。 （商工会議所

発表） 
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わたくしたちの先人は、不捜不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り 

‘開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

鴨 上げました。 

、， わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

V、. 
い視野に立って西北津軽の人々と協調 

‘ 、 し、郷土の限りない発展を願って、こ 

『 雄．こに市民憲章を定めます。 

0心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ〈ります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ〈ります。 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります『 
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蕪暴難 
説
明
会
は
、
佐
々
木
市
長

・

小
山
内
助
役
、
山
田
収
入
役
及

び
市
幹
部
の
関
係
部
長
と
北
村

知
事
や
山
内

・
谷
川
両
副
知
事

の
ほ
か
県
の
関
係
部
長
な
ど
県

首
脳
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
が
 

「五
所
川
原
市
の
発
展
だ
け
で

な
く
、
広
く
西
北
津
軽
な
ら
び

に
津
軽
半
島
地
域
の
一
干
一
世

紀
を
切
り
拓
く
た
め
不
可
欠
な

要
望
ば
か
り
で
す
。
特
段
の
ご

高
配
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
北
村
知
事
は
 

「五
所
川
原
市
が
、
西
北
津
軽

の
中
心
都
市
と
し
て
、
リ
ー
ダ
 

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。
 

要
望
を
十
分
に
聞
き
、
対
処
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べま
し
た
。
 

市
長
が
最
重
点
事
業
十
九
件

の
要
望
内
容
を
詳
し
く
説
明
し

た
あ
と
、
県
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
 

主
な
事
業
七
件
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。
 

津
軽
自
動
車
道
 

①
 
の嘱
障
「
 

（
継続
）
 

回
答
…
現
在
、
国
に
お
い
て
環

境
ァ
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
、
ル

ー
 

ト
調
査
等
を
進
め
て
お
り
、
同

事
業
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
国

へ
働
き
か
け
る
。
 

養
護
老
人
叫
 

②
ホ
ー」
懇
ず
 

（
新
規）
 

現
在
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

昭
和
三
十
九
年
に
建設
さ
れ
た

施
設
で
老
朽
化
が
著
し
く
、
安

全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
ホ
 

ー
ム
建
設
の
た
め
社
会福
祉
施

設
整
備
事
業
の
採
択
を
要
望す

る
0
 

回
答
…
ホ
ー
ム
の
改
築
は
、老

朽
化
の
著
し
い
施
設
を
対
象
に

居
住
環
境
の
改
善
等
を
図
る
た

め
、
条
件
が
整
い
し
だ
い
五
所

川
原
市
を
最
優
先
で
対
処
し
た
 
 

い
。
 （仮

）圏
民
 

（
引）
文
化
会
館
の
 

建
設
に
つ
い
て
 

（
新規
）
 

市
民
文
化
会
館
は
昭
和
三
十

九
年
建
設
以
来
、
西
北
津
軽
の

中
核
的
施
設
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
老
朽

化
が
著
し
く
文
化
活
動
に
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お

り
、
当
圏
域
の
芸
術
・
文
化
の

発
表
、
観
賞
の
拠
点
と
し
て
平

成
三
年
度
に
建
設
し
た
い
。
 

克
雪
ト
レ
ー
ー
ー
 

」
のー
 
ング
セ
ン
タ
ー
 

ー
の
建
設
に
つ
い
て
 

（
新
規）
 

労
働
時
間
の
短
縮
や
週
休
一
一

日
制
の
定
着
等
に
よ
り
余
暇
時

間
が
増
大
し
、
市
民
の
 
「ス
ポ
 

ー
ッ
」
や
「
健
康
づ
く
り
」
 
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
 

当
地
域
は
冬
期
間
の
積
雪
量
が

多
く
、
野
外
で
の
活
動
に
は
大

き
な
制
約
を
受
け
て
い
る
。
西

北
五
地
域
を
対
象
と
し
た
、
克

雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
た
い
。
 

③
・
④
の
回
答

・・
市
の
財
政
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、基
本
構
想
、
 
 財

源
計
画
、
利
用
計
画
等
の
状

況
に
応
じ
実
現
に
む
け
具
体
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
c
 

第
ニ
工
業
団
地
 

主
／
 
の
調
査
 

／
 

に
つ
い
て
 

（
新
規）
 

漆
川
工
業
団
地
（
二
〇
・
ーハ

診
）
は
、
県
が
計
画
し
市
が
分

譲
し
て
お
り
、
分
譲
可
能
地
は

四
・
四
診
と
な
っ
て
い
る
。
本

年
か
ら
当
団
地
に
工
業
用
水
の

一
部
が給
水
さ
れ
た
の
で
、
さ

ら
に
既
設
企
業
の
拡
大
、
企
業

誘
致
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
工

業
団
地
の
調
査
を
要
望
す
る
。
 

回
答
…
当
工
業
団
地
は
、
西
北

五
地
域
の
工
業
開発
の
拠
点
と

し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
本
年

に
お
い
て
計
画
の
延
長
を
含
め

た
見
直
し
を
行
う
予
定
。今
後
、
 

周
辺
市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら

第
二
工
業
団
地
に
つ
い
て
も
市

と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

商
業
近
代
化
 

⑥
の

曜

い
て
 

（
新
規
）
 

当
市
は
、
西
北
地
域
の
中
心
 

市
で
は
、
県
に
対
す
る
平
成
一一
年
度
重
点
事業
要
望
説
明
会

を
七
月
ニ
十
六
日
、青
森
市
の
国
際
ホ
テ
ル
で
開
き
、津
軽
自

動
車
道
の
早
期
着
工
な
ど
、
最
重
点
十
九
件
を
説
明
、
そ
の
実

現
を
要
望
し
ま
し
た
。
 

r
 



鷲
鑓
醸
響
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鶏
響
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柵
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、
 

、
 

的
商
業
地
で
あ
る
が
、
周
辺
地

域
の
商
業
施
設
の
充
実
や
大
型

店
の
進
出
計
画
等
に
よ
り
商
店

街
は

一
層
の
整
備
促
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
年

は
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所
が

商
店
街
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
導

入
し
、
駅
前
再
開
発
並
び
に
中

心
商
店
街
の
整
備
方
針
を
策
定

し
、
商
店
街
の
活
性
化
の
方
向

づ
け
を
す
る
の
で
県
の
指
導
な
 
 

ら
び
に
援
助
を
要
望
す
る
。
 

回
答
…
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

の
内
容
や
今
後
の
コ
ミ
ュ
ー
てア

ィ
施
設
整
備
計
画
の
進
捗
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。
 

「一
・五
・
ニ湊
 

⑦
尋
鷺
馨
 

（
新
規
）
 

市
街
地
交
通
の
円
滑
化
と
安
 
 

全
性
を
確
保
す
る
た
め
当
区
間

の
拡
幅
整
備
を
要
望
す
る
。
 

回
答
…
市
全
体
の
整
備
計
画
の

中
で
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
、
 

対
応
し
て
い
き
た
い
。
 

、
 

  

地域集会 1の開催決まる 

  

市
民
の
皆
さ
ん
が
願
う
五
所

川
原
の
未
来
あ
る
市
政
を
つ
く

る
の
は
、そ
れ
は
あ
な
た
で
す
。
 

五
所
川
原
を
愛
し
、
見
守
り

つ
づ
け
て
き
た
市
民
の
あ
な
た

方

一
人
ひ
と
り
の
声
が
、
五
所

川
原
に
未
来
あ
る
市
政
を
つ
く

る
の
で
す
。
 

今
、
そ
の
と
き
を
迎
え
ま
し

た
。
 

時
代
は
、
か
つ
て
な
い
、
新

し
く
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
高
度
な
技
術
を

も
つ
産
業
の
発
展
は
、
一
干
一

世
紀
の
我
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
過
疎
化
し
て
い
く
村
、
 

高
齢
化
し
て
い
く
社
会
、
そ
し

て
後
継
者
に
悩
む
農
業
の
低

迷
、
こ
れ
ら
は
五
所
川
原
に
と
 
 

っ
て
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
 

単
に
時
代
の
流
れ
と
見
過
ご

し
て
し
ま
っ
て
よ
い
事
柄
で
し

ょ
う
か
。
今
、
そ
れ
ら
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
そ
の

道
筋
を
模
索
、
追
求
し
て
い
く

と
き
で
す
。
 

誰
に
で
も
誇
れ
る
五
所
川
原
、
 

い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る
五
所
川

原
、
そ
ん
な
五
所
川
原
を
つ
く

る
た
め
、
市
民
皆
さ
ん
の
英
知

を
五
所
川
原
の
市
政
に
お
か
し

く
だ
さ
い
。
私
達
、
行
政
に
た

ず
さ
わ
る
も
の
と
し
て
皆
さ
ん

と
と
も
に
語
り
合
い
、
市
政
へ

の
課
題
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

二
十
一
世
紀
五
所
川
原
市
民

会
議
ー
 
域
集
会
→
、

次
の
 
 

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
 

地
域
集
会
は
、
ど
な
た
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
し
、
自

由
に
発
言
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
お
考
え
の
こ
と
、
ま
た
一

度
は
言
っ
て
お
き
た
か
っ
た
こ

と
、
ふ
っ
と
湧
い
た
ア
イ
デ
ィ

ア
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

な
に
か
と
ご
多
忙
の
事
と
存

じ
ま
す
が
ご
参
加
い
た
だ
き
、
 

皆
さ
ん
が
率
直
に
ご
意
見
、
》」
 

提
言
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
集
会
の
後
、
さ
さ
や

か
で
す
が
懇
親
の
時
間
も
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
 

月 日 曜日 時 間 対象地I区 開 催 場 所 

8
 
8
 
 

21 

22 

月
 
火
  

13 :30~ 三 好 地 区 コミュニテイセンター三好 

10: 00- 毘沙門地区 毘沙門・長富 
コミュニテイセンター 

8
  

24 木
  

10: 00- 中 川 地 区 コミュニテイセンター中川 

13: 30- 飯 詰 地 区 コミュニテイセンター飯詰 

8
  

25 金
  

10: 00- 長 橋 地 区 コミュニテイセンタ一長橋 

13: 30- 梅 沢 地 区 梅沢コミュニテイセンター 

8
  

26 土
  

10: 00- 七 和 地 区 コミュニテイセンター七和 

13 : 30 - 松 島 地 区 コミュニテイセンタ一松島 

8
  

28 日
？
 
 

10: 00- 五所川原（北） しきしまコミュニテイセンター 

13: 30- 五所川原（南） 市 民 文 化 会 館 

8
  

31 木
  

10: 00- 栄 地 区 コミュニテイセンタ―栄 

13: 30- 小 曲 地 区 農 村 婦 人 の 家 



r
 

◇
目
的
・
・
防災
関
係
機
関
、
団

体
と
市
民
の
参
加
の
も
と
に
、
 

大
地
震
を
想
定
し
た
各
種
訓
練

を
実
施
し
、
防
災
活
動
が
迅
速
、
 

的
確
か
つ
総
合
的
に行
わ
れ
る

よ
う
訓
練
す
る
と
と
も
に
、
防

災
体
制
の
強
化
と
市
民
の
防
災

思
想
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

◇
と
き
 
九
月
一
日
（
金
）
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

◇
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
大
橋
付

近
河
川
敷
及
び
市
内
一
円
（
別

表
の
と
お
り
）
 

◇
災
害
想
定
 
九
月
一
日
、
午

前
八
時
三
十
分
、
青
森
県
西
方

沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
 

ー
ド
七
・
七
の
大
地
震
が
発
生

し
、
五
所
川
原
市
周
辺
は
、
震
 

度
五
の
強
震
と
な
り
、
建
物
の

倒
壊
、
火
災
の
発
生
、
電
力
、
 

ガ
ス
、
水
道
、
電
話
施
設
、
道

路
等
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
ま
た
、
傾
斜
地
で
は
土

砂
崩
れ
の
起
り
や
す
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
と
の
想
定
の
も
と

に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

◇
訓
練
項
目
 
別
表
の
と
おり
。
 

◇
主
催
 
青
森
県

・
五
所
川
原

市
 

※
当
市
で
八
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
る
青
森
県
統
合
防
災
訓
練
に

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数

ご
参
観
く
だ
さ
い
。
 

⑥
間
い
合
わ
せ
先
 

市
総
務
部
管
理
課

（
h
⑩
一
一

一
一
一
番
内
線三
二
五
番
）
へ

ど
う
ぞ
。
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お待ちしてし 
麟難麟 

ます”言ン轡響議 

5 4 3 2 1 順
序
 

五
所
川
原
大
橋
付
近
 

河

川
敷
 

焚
珠
少
 
然

の
家
 

キ
ャ
ン
プ
場
付
近
  

（神
山
）
.
 
 

若
山
 
地
 
区
 山

林
 

五
所
川
原
 

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
  

陸
上
競
技
場
  

（
飯
詰）
 
 

イ
ト

ー
ョ
ー
カ
ド

ー
  

（
柏
原
町
）
 
 

マ
 
ル
 キ
 

訓
 
練
 
場
 
所
 

野水自電電水ガ災 上
動話力道ス 害 芽 

被遷準豊鐘 

土
砂
災
害

関
連

訓
練

避
難
・

避
難
誘

導
等

応
 
急
 

処
 

置

連
 
絡

・
通
 

報
 

林

野
火
災
防

御
訓
練
 

地
 

上
 
消
 

火
 

空
 
中
 
消
 

火
 

消
 
火
 薬
 
剤
 
混
 合
 

空
中
消
火
資
機
材
組
立
 

林
野
火

災
防

御
訓
練
 

救
護
・

救
急
搬

送
等

避

難
・
避
難
誘

導

初
 

期
 
消
 

火

火
 

災
 
通
 
報

救
 
助

・
救
 

出
 

開
 

会
 
式
 

訓
練

項
目

等
 

場救繋 	岩 	裂極 
三m 	m 	‘山、 	耳 Wi 
ax 	消 	復 	輸寂 
置助火 	旧 	送 出 

10時
35 

、12時
00 

10時
00 

、10時
15 

9
時
4
5
 

 、
 9
時
5
5
 

 

9
時
3
0
 

 5
 
9
時
4
0
 

 

9
時
0
0
 

 、
 9
時
1
1
5
分
  

8
時
5
5
 

 、
 9
時
0
0
 

 

時
 

間
  

r 



※
注
意
 
・

右
記

の
時
間
は
、
青
森
県
知
事
と
五
所

川
原
市
長
が
巡
視
す
る
時
間
で
す
。
 

乾
橋
下
の
河
川
敷
駐
車
場
は
、
上

・
下
流側
と
も
八
月
三
十
一
日
と
九
月
一
日
は
一
般
の
方
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
 

九
月
一
日
八
時
四
十
分
か
ら
九
時
二
十
分
こ
ろ
ま
で
、
イ
ト

ー
ョ

ー
カ
ド

ー
マ
ル
キ
前
の
通
り
は
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
。
付
近
の
通
り
も
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
o
 

血
 
液
 
緊
 急
 
輸
 
送

救
急
搬
送

・
医
療
救
護

軽

門

橋
構
築

・
渡
河

救
 
護
 
所
 
設
 

置

緊
 

急
 
空
 
輸

初
 
期
 
消
 
火

炊
 
き
 
出
 
し
 

閉
 
会
 
式
 
給
 

水
  

、12時
10 

12時
00 
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釜落教育長 

丸海老教育委員 

石岡教育委員 

教
育
委
員
に
釜
惹
民

・
石
岡
氏
・
丸海
老
氏
を
任
A鋤
 

ー

教
育
長
に
は
釜
落
氏
が
就
任
 

老
良
子
氏

（5
5）
廿
市
内
松
島

町
廿
の
三
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
空
席
と
な
っ
て
い
た

市
教
育
長
に
は
釜
落
氏
が
八
月

一
百
付
け
で
県
教
育
委
員
会
の
 

は
、
昭
和
二
十
八
年
に
弘
前
大

学
教
育
学
部
卒
業
。
平
成
元
年

に
市
立
五
所
川
原
小
学
校
長
を

退
職
す
る
ま
で
三
十
六
年
間
に

わ
た
っ
て
教
職
に
あ
り
ま
し
た
。
 

石
岡
氏
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
青
森
師
範
学
校
を
修
了
。
昭

和
五
十
八
年
に
中
里
町
立
尾
別
 
 

小
学
校
長
を
退
職
す
る
ま
で
、
 

三
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
教
職

に
あ
り
ま
し
た
。
 

丸
海
老
氏
は
、
北
海
道
留
萌

市
立
留
萌
新
制
中
学
校
卒
業
。
 

相
互
タ
ク
シ

ー
囲
専
務
取
締
役
、
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
、I
IK
ト
五
所
川

原
認
証
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
、
同
副

会
長
な
ど
を
歴
任
。
 

去
る
七
月
十
「
百
か
ら
二
十
 

定
例
議
会
最
終
日
に
、
こ
れ
ま
 
員
の
任
命
に

つ
い
て
議
会
の
同
 

廿
市
内
新
宮
町
廿
、
石
岡
浩
氏
 
承
認
を

得
て
就
任
し
ま
し
た
。
 

四
日
ま
で
開
か
れ
た
第
三
回
市
 

で
空
席
と
な
っ
て
い
た
教
育
委
 
意
が

得
ら
れ
た
釜
落
裕
氏
（5
9)
 

(
6
4）
廿
市
内
福
山
廿
、
丸
海
 
教

育
長
に
就
任
し
た
釜
落
氏
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コミュニティカレッジ開講 
今年で3回目となるコミュニティカレッジ（地

域振興大学）が 7 月22日、青森職業訓練短期大

学校で開講しました。 

これは、社会人を対象にコンピュータ教育を

行い、高度情報化社二会に対1志て、きる人材育成を

めざして、五所川原地域工業振興懇談会が提案

し、市教育委員会が主催しているものです。 

同校の教授・教官と市内の誘致企業の技術者

らを講師に迎え、Os やファイルの取り扱いに

至るコンピュータの初歩を学ぶことになってい

ます。 

五所川原市身体障害者体育大会が 7 月30日、 

市民体育館で選手をはじめ来賓、市職員など糸勺 

130人が参加して開かれました。 同大会は、身

障者の親睦と交況iを図るとともに、身II章者が自

己の残存能力を開発することを目的に開いてい

るもので、今年で23回目となります。 

参加した選手は、18種目約 2 時間にわたって

ハツラツとプレーし、和気あいあいのうちに全

競技を終了しました。 

平成元年度県献血運動推進大会が 7 月27日、 

市中央公民館で開かれ、県内各il邦汀村の献血推

進協議会、献血団体、 日赤関係者ら糸勺 500人が

出席しました。 大会では、献血運動への功労団

体に厚生大臣・県知事感謝状が贈られた後、体

験発表が行われ献血の大切さを訴えました。 

また、大会に先立ち約 200人が、五一中フ’ラ

スバン ドを先頭に市の繁華街をパレー ド、献血

運動への協力を呼び掛けました。 

在宅福祉の強化をめざして 
第32回五所川原市社二会福祉大会が 7 月25日、 

市民文化会館で市内の福祖二団体関係者ら糸勺 250 

人が出席して開かれました。 

初めに、市の福ネ止担当職員、ボランティ アの

人たちが意見発表を行い、続いて中村晃県社会

福祉二協議会常任理事が 「在宅福祉：と社会福ネ止協

議会の役割」 について講演しました。 

式典では、社会福祉に功労のあった方々に表

彰状と感調羽犬を月曽って労をねぎらい、社会福祖： 

充実へ向けて誓いを新たにしていました。 



般選挙 】
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全国大会初の完全優勝 

 

 

五―高少林寺拳法部 

 

去る 7 月23日に新潟市体育館で開かれた第16 

回全日本高校少林寺拳法大会で女子団体演武の 

’部に優勝した五一高少林寺拳法部チームが 7 月 

28日市役所を訪れ、佐々木市長に優勝報告をし

ました。 同部は、女子有段の部で寺田朋美・宮

崎資子組が、同段外の部で菊池真由美・対馬の

りこ組がそれぞれ優勝、同団体演武の部でも優

勝を飾り実技の 3 部門を制しました。 3 部門を

制したのは初の快挙とあって関係者は喜びに沸

いています。 

五三中・全国大会へ く日本女子ソフトボール―ノーグ） 
ーI  1 

五所川原第三中学校の野球部及び柔道部の藤

田博臣くん（軽・中量級）、対馬一樹くん（中量

級）が全国大会出場の報告に学校関係者ととも

に 7 月31日、市役所を訪れ佐々木市長から激励

を受けました。 同校野球部は、 8 月14日から17 

日まで横浜スタジアムで開かれる全日本少年野

球全国大会に出場するもので、又、柔道部の 2 

人は、県中体連でそれぞれ 1位となり 8 月19日

から21日まで島根県松江市で開かれる全国大会

に出場が決ったものです。 

なお、同校柔道部は東北大会団体あ部と個人

の部にも出場が決っており、 その活躍が期待さ

れています。 

投票日9月10日 
', 

平成元年度日本女子ソフ トボール I) ーグ第1 
部第 2 節五所川原大会が 7 月29日から31日まで

の 3 日間、市営球場と商業高校グラウン ドを会

場に開かれ、熱戦を繰り広げました。 

今大会には、日本最高水準の技術を持っ 8 チ 

ームが参加し、観客は国内一流のプレーに連日

の暑さを忘れて応援していました。 

、 

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
七

月
三
十
一
日
委
員
会
を
開
き
、
 

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票

日
等
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
 

▽
告
示
日
 
九
月
三
日

（日
）
 

マ
投
票
日
 
九
月
十
日

（
日
）
 

〇
投
票
で
き
る
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

▽
年
齢
要
件
 
昭
和
四
十
四
年

九
月
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
。
 

▽
住
所
要
件
 
王
帆
元
年
六
月

二
日
ま
で
に
五
所
川
原
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
か

つ
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。
 

⑥
不
在
者
投
票
 
九
月
三
日
か

ら
九
月
九
日
ま
で
、毎
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
で
き
ま
す
。
 

※
ご
注
意
五
所
川
原
市
で
は
、
 

従
来
か
ら
『
投
票
所
入
場
券
』
 

を
配
布
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
選

挙
権
の
有
無
、
投
票
所
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
方
は
、
お
早
め

に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

さ
ら
に
選
挙
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

（
廿
⑩
二
一

一
一
番
内
線三
二
七
s
九
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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剖麟撲費軸曇特別児童言 

現在受給されている方は、毎年 1回 8 月にそ

の年の 8 月1日現在の状況を届け出ることにな

っています。 

次の表の関係書類を添付し、届け出をしてく

ださい。 

この届をしなければ、 8 月以降の手当を受け

られません。 

レ提出期問 8 月18日～25日（厳守） 

レ持参するもの 児童扶養手当証書、特別児童

扶養手当証書、印鑑、 その他別表を参照して

ください。 

r ン提出先 市福祉事務所児童係（h⑩2111番内

線243番） 

※なお、法の一部改正により支給額が変わりま

す。 

区 	分 添 付 書 類 

離 	婚 1．世帯全員ク月主民票 

死 	亡 1.世帯全員の住民票 

遺 	棄 
L世帯全員の住民票 
2．本人の申立書及び福祖二事務 

所長等の証明 

拘 	禁 
1．世帯全員のイ主民票 
2．刑務所長等の証明 

未 婚 の 母 
1.世帯全員の住民票 
2．対象児童の戸籍謄（抄）本 

生 死 不 明 
1．世帯全員のイ主民票 
2．福ネ止事務所・警察等の証明 

養 育 者 
1．世帯全員の住民票 
2．養育申立書及び民生委員等 

の証明 

母の別居監護 
L世帯全員の住民票 
2．別居監護の申立書及び学校 

長等の証明 

他i右町村（他
県を含むっ か
らの転入者 

平成元年 1月 2 日以降に乾ジ、 
した場合、前住地の市町村長
の昭和63年分所得証明 

障 	害 
1．世帯全員のイ主民票 
（有期診断の場合は診断書） 

近世古文書解読講習会 
レ日時 	8 月27日 （日）10: 0O---16 :00 
レ場所 市中央公民館 

ン定】員 50 名 

レテキスト代 500円（申し込みと同時に納入 

してください） 

レ講師 福井雄三（県文化財保護協会常任理事） 

豊島勝蔵（市文化財審議委員） 

レ申し込み先 市教育委員会社会教育課（廿（国） 

2111番内線250番） 

主催 県文化財保護協会、県立図書館、市教育 

委員会 

『ひ助目買日目会』号固目 
市農示委員会では、次の日程により移動農業

委員会を開催いたしますので、近隣の方々とお

誘い合わせのうえご来場ください。 

）内容 〇農地問題一般〇農業者年金制度〇そ

の他農業問題全般 

レ指導・助言 五所川原地区農業改良普及所、 

市農林課、各農業協同組合 

＞日時・場所 

月 	日 日寺 	間 」易 	 所 

8 月25日 

（金） 

9:30- 梅沢コミュニテイセン
ター 

13:00- コミュ一ニテイセンター 
栄 

8 月28日 

（月） 

9:30- コミ二ュ．ニテイセンター 
松島 

13:00- コミュニテイセンター 
飯詰 

8 月29日 

（火） 

9:30- コミコ一ニテイセンター 
長橋 

13:00- コミュニテイセンター 
七和 

8 月30日 

（水） 

9:30- 毘沙門・長富コミュニ
テイセンター 

13:00～一 
コミコーニテイセンター 

三好 

9 月 1日 

（金） 

9:30- コミュ一二・テイセンター 
中川 

13:00- 産経会館 4 階会議室 

※お問い合わせは、市農業委員会（か電5)2111 
番内線229番）へどうぞ 

r農業者年金に一ー一ー言， 
IIユ冥一、品II一にI 'A吃 I中 	'Jo入しましーよう I 
農業者年金は、国の法律に基づく年金制度て、 

あり、将来にわたって安心できる年金制度です。 

⑨加入できる資格要件（国民年金加入者に限る） 

①当然加入…自分名義の農地等の面積が50アー 

ル以上の農業経営主 

②任意加入 

●自分名義の農地等の面積が30アール」』1上50 
アール未満の農業経営主 

. 50アール以上の農業経営主の直系卑属（子一

や孫） 

●農業生産法人の常時従事者たる構成員 

いずれも20年以上の保険半抹内付済期間がない

と受給できません。 

加入手続きは、農協の窓口で簡単にできます。 

※詳しいことは、農業協同組合または市農業委

員会（か電S)2 111番内線246番）へどうぞ。 

i雛薫当渡現況届を 
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心⑩輸署履凹局ー一一～、 
～一ー齢国作寓暑寡鯛 

レテーマ 出会い、ふれあい、心の輪一学校、 

職場、地域でのあなたの体験を広げよう―

タイ トルは自由ですが、学校や社会生活、地

域活動等のなかで、障害を持っ人、持たない人

相互の心のふれあし可本験を通じて学んだことや

感じたことあるいは社会に訴えたいこと等。 

レ応募資格 小学生以上であればどなたでも1;志
募できます。 

ン応募方法 用紙は 400字詰原稿用紙に小・中

学生一2-4 枚程度。 高校生・一般は 5- 8 

枚程度。 別紙にタイ トル、氏名、年齢、性別、 

職業又は学校、学年、住所、電話番号その他

参考事項（障害の有無）を書いて、応募作「lu 
に添イ寸してください。 

レ応募先及び間い合わせ先 

県生活福ネ止部障害福祖：課（〒030青森市長島1 
ー i-i廿01 77更②）1 111番内線2292番）へどうぞ。 

●霞可蓄i 	誤里鍛L 
青森県歴史の道整備促進協議会では、三陸と 

民話の里遠野の旅を行ないます。 

⑥日時 9 月9 日（土）'-10日（日） 9 日午前 6 時中 

三前出発 

く》会費 18,500円（宿マ白、見学料、昼食） 

⑨申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴 

史の道整備促進協議会事務局（か01774②）1064番） 

8:30-16:00一日曜日除く 

く》申し込み締切 9 月 2 日（土） 

9月嬬麟驚催し物案内 
●市民体育館 

2 日 津軽野保育園運動会 

3 日 市内学区対抗ママさん体育大会 

5 日 老人福祉大会 

12日 老人スポーツ大会 

15日 西北五剣道選手権大会 

16日～17日 北五中学校新人卓球大会 

23日 青森県少材博子拳法大会 

24日 市民卓球選手権大会 

●市営球場 

2 日一-3 日 秋季リーグ戦 

8 日～11日 秋季地区大会 

15日 町内対抗野球 

16日-17日 北五中体連野球 

23日～24日 川上旗中学校新人戦 

7 
	 ～、 

平成 2年版 県民手帳 、 
く主な内容〉 

〇予定編（こよみと月間）〇資料編（県の概要、 

市町村勢）〇名簿編（国会、県議会、行政機関、 

教育文化、体育施設等）〇年齢早見表、住所録

⑨価格4 00 円 

平成元年度 県勢グラフ 
く主な内容＞ 

〇青森県主要指標〇統計グラフ〇市町村の概要 

（土地、人口、農林水産業、事業所、工業、商

業、所得、財政、教育、医療） 

⑥価格350円 

※手帳及びグラフのほしい方は、 8 月25日までト

に各地区の行政連絡員へお申し込みください。 

なお、詳しいことは市総務部秘書企画課統計

調査係（廿（③5)2111番内線319番）へお問い合 

セせください。 	 ノ 

警察官（B）・交通巡視員
採 用 試 験 

県警察本部では、高等学校卒業程度の人を対 

象として警察官及び交通巡視員の採用試験を次 

のとおり行います。 

レ採用予定人員 

〇警察官 約2 0 人 

〇交通巡視員 糸勺1人 

ン受験資格 

〇警察官 昭和37年 4 月 2 日から昭和47年4 
月1 日までに生まれた男子。 ただし学校教 

育法による大学の学部を卒業した者又は平 

成 2 年 3 月31日までに卒業する見込みの者 

（人事委員会が同等の資格があると認める 

者を含む。）を除く。 

〇交通巡視員 昭和41年4 月2 日から昭和47 
年4 月1 日までに生まれた女子。 

＞試験日程 

〇第一次試験 10月15日 （日）青森商業高等 

学校、弘前高等学校、八戸西高等学校 

〇第二次試験 11月28日 （火）県警本部 

ン申し込み受付 9 月18日（日）まてふ 

詳しいことは、五所川原警察署（か（③う)2 141番） 

へどうぞ。 

第23回納涼 茶会翼 
レ日時 8 月27日 （日）午後 2 時～ 6日寺 

）場所 みずとみどりの小公園（市内新町） 

主催 茶道裏千家淡交会青森支部青年部五所川

原分会 

血・ 

~ 

、 
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（第693号）⑩ 

臓園載冒⑩畠則督世 
塩が命を縮めるノ 	家庭の味がちょっぴり 

塩味になりすぎていないか、 これを機会にみな

おしてみませんか。 

レテーマ 塩分を 1日lOg 以下に減らしましょ

う。 

＞時間 9:30-13:00 

レ内容 ①栄養士による減塩食事指導（②家庭の

みそ汁塩分測定（③ 1日の食事の塩分量の計算

ン持参するもの 健康手帳、筆記用具、ェプロ

ン、ふきん、 ごはん、みそ汁（小ビンなどに

入れて）、食事診断用紙（地区保健協力員から

もらーってください） 

レ申し込み方法 地区の保健協力員へ（参加申 

, 	し込み用紙があります） 

対象地区 開催月日 開 催 場 所 申し込み期間 

長橋地区 8 月23日因 
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飯詰地区 8 月24日困 
一
 

 、
、、、
ノ
 

一
 
一
 
一
 

コセ
 
ュ
タ
 
テ

飯
 
イ
詰
 

長橋地区 8 月25日圏 松野木会館 

栄・ 
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8 月30日困 
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七和地区 9 月4 日（月） 前田野目公民館 

梅沢地区 9 月 8 日圏 
梅沢コミュニテ
イーセンター 

※地区により日程・場所・申し込み期間が違い

ますのでご注意ください。 なお、詳しいこと

は市衛生課（h電5)2 111番内線268・272 

番）へどうぞ。 
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平成元年度潜在看護力活用講習会 

一在家庭看護婦等トレーニングー 

D期日 9 月25日-29日 午前 9 時～午後 3日寺

レ場所 弘前大学医療技術短期大学部 

ン受講資格 保健婦、助産婦、看護婦及び准看

護婦の免討ヂ斤有者で、現在看護業務に従事し

ていない者 

ン受講料 無耕斗 

）申し込み先及び間い合わせ先 

県環境保健部公衆衛生課衛生看護班（9 030青

森市長島1 - 1 - 1か O177ロ②）1 111番内線3124 

番）へどうぞ。 

9司の鳳目包ンター囲露国 
9)1 1・8・22・29日で’す。(22・29日は正午までト） 

＞日寺間 午前10時～午後 3日寺 

レ内容 保健婦が血圧測定、尿検査等を含めた

健康相談に応5 じますので、赤ちゃんからお年

寄りまでお気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
D 場所 市保健センター 

レ受付時間 12 :45-13 :00まて、 

D持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染‘性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 H元年 5 月生 9 月12日因 健康診査 

6 カ 月児 H元年 2 月生 9 月19日因 健康相談 

1 	歳 児 S 63年 8 月生 9 月25日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年 3 月生 9 月26日因 健康診査 

3 歳 児 S 61年 5 月生 9 月21日困 健康診査 

8月31日は 
国民健康保険税の 
第2期分納付期限日です 
忘れずに納付しましょう 
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